
産学協働人材育成プラットフォーム

産学協働人材育成機構 ＡＩＣＥ

本取組の３年間の成果を活かし、大阪・兵庫・和
歌山を中心とした関西地域の更なる人材育成力
の向上及び環境整備を図ります。そのために、ア
クティブラーニングの質保証を中心的テーマとし
た産官学地域協働による人材育成プラットフォー
ムを立ち上げ、地域の人材育成力を高め、地域
の活性化に寄与することをめざす。

①人（大学、産業界等、学生）が乗っていること

②アクティブラーニングを指導する人の資質向上
をめざす研鑚の場であること（FD）

○ファシリテーションの上手い人、タイムリー
に必要な知識を提供できる人の育成

○企画、コーディネートできる人の育成

③アクティブラーニングのプログラム開発・発信
する場であること

④人材育成の質保証をめざす場であること

⑤プラットフォームのクオリティー・コントロールが
できること

⑥ステークホルダーそれぞれにメリットがあること
⑦企業等に求めるのは、生きた課題と教育CSR

の思い：大学側は提供された企業課題の
解決の質を高めることでいくらかのお返し
をする

①本取組の３年間の成果を集約し、取組終了後
にも継続して活かしたい

②産業界等とのネットワークを継続して、大学教
育の充実につなげていきたい

③大学が輩出する人材と社会が求める人材との
ギャップをなくし、社会に役立つ人材をつくるため
の産官学地域協働による教育づくりが必要

④産業界ニーズを活かした人材育成の質の向上
及び質保証を図りたい
⑤そのために、産業界等からも期待の大きいPBL
を指導できる人材の確保と資質向上を図りたい
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産業界等のメリット

○大学の人材育成の現状を知ることができる
○大学の人材育成に直接関わることができる
○求める人材について、大学に直接伝えることができる
○大学生を直接知ることができる
○学生に自社を直接深く知ってもらうことができる（認知度向上）
○若手社員の育成の場としても活用できる

大学のメリット

学生のメリット

○所属大学を超えて、多様な人材育成プログラムに参加することができる
○文化の異なる他大学の学生と一緒に学び合い、活動できる（多文化理解）
○多様なタイプの企業の人と直接交流できる
○他流試合の場として研鑚できる
○活動の場を広げることができる

○キャリア教育関連について大学間で情報共有できる
○産学で人材育成の質の向上を図ることができる
○産学連携プログラムの協力者ネットワークを活用できる
○他大学と交流することで、ＦＤ、ＳＤの場として意識を高めあうことができる
○大学の人材育成を企業に知ってもらうことができる
○参加しやすい形態（ゼミ単位、授業単位、個人参加等）
○産業界等に直接評価してもらうことができる
○企業から直接産業界ニーズを聞くことができる場

“AICE”のプログラム例


